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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・中居　ゆり様～田名部Dr診察。熱も落ち着いていて、本人も活気ある事から経管栄養再開。点滴実施分で終了。
　　　　　　　　経管栄養本日は1回のみ。明日より従来通りに実施へ。
　　　　　　　　主治医面談11月1日　16時～。病棟で実施。ケアマネ同席するとの事。

・越後　光枝様～退院についての連絡娘様に連絡済み。

・工藤　新吉様～持参の点眼薬（レスキュラ）最後の1本開封。家族に確認し当院処方へ切り替え。

・菊池　玲子様～徐脈傾向にてメマンチン中止の指示あり。

・野村　泰秀様～10：30施設スタッフ(長女　杉本様)来院され、車椅子で老健ひばりの里へ退院となっています。

・中森　フミ様～本日訪問調査実施し、11月2日にグループホームながわ荘入所予定。息子様9時には出発したいとの事。退院後の受診先は未定。決まり次第連絡来る予定。

・田中　榮蔵様～11月11日平和病院受診予定。医事には入院証明書依頼済み。

＜柞木田Dr診察＞
・中川原　義雄様～診察時腰をベッド柵にぶつけた、と話している。湿布処方あり。

＜要注目患者様情報＞
・赤坂　フミヱ様～入院時に体感幻覚の訴えあり、腕や肩周辺に発赤や乾燥みられています。皮膚科診察しています。夜間の睡眠はとれており、食事は各食全量摂取。対面時穏やかです。

・伊藤　のり子様～昨日準夜帯、体温38.2℃。深夜帯は、37.3℃。日中は、体温
36.6～37.0℃で経過。各食全量摂取され、易怒性なく穏やか。

・中居　ゆり様～日中は、体温37.5℃台で経過。介護抵抗見られています。独語
　　　　　　　　なく静穏に過ごされています。

・福井　宏様～夜間、部屋が分からなくなりウロウロしている事あるが、睡眠は
とれています。日中は、独歩で移動し他者交流している。対面時
穏やかです。

・高橋 キクヱ様～夜間は良眠されています。日中は、独歩で移動、表情はやや硬いが、帰宅要求なく穏やかです。

・高屋敷　正規様～酸素1L使用中。体温36.3～37.5℃で経過しています。他は異常ありません。経管栄養トラブルなく終了しています。「おい」「起こして」「具合が悪い」等床上からスタッフコール頻回ですが、痰がらみはみられません。四肢浮腫持続しています。

・工藤　新吉様～深夜帯、体温37.5℃脈拍61回/分。血圧105/50㎜Hg。酸素飽和度95％、副雑音聴取なし、痰鳴喘鳴ありません。日中は、朝昼共に食事1/4摂取。午後より発熱あり37.7℃。主治医報告し、本日も点滴1本施行。また、内服薬グラマリール本日より内服中止の指示あります。

・佐藤　ミツエ様～帰宅要求はなくホールで佇んでいます。他者交流なし。声掛けに応対穏やかです。

・菊池　玲子様～口調穏やかで、迷惑行為や危険行為は見られません。

・上野　揚子様～昨日の19：00大声を出し叫んでおり、不穏・興奮時の継続指示
使用しています。夜間は休まれています。本日は易怒性ないが、
朝食後から徘徊見られ「どうすればいいの？」と確認行為ある
　　　　　　　　が切迫性はありません。

・佐々木　朗様～夜間は休まれています。日中は、テーブル叩き見られ、他患よ
り暴言受けるが気にする様子はありません。

・天間　イト様～深夜帯2：00オムツ交換後より「起きたいよ」と何度も訴えあ
り、他患介入中にベッドから離床し独歩、左右ふらつき強くみられています。尿意訴えあり、トイレで多量排尿確認。再度臥床支援するがすぐに離床し「おしっこおしっこ」と訴えて立ち上がろうとすることあります。現在壁付け2点柵使用中。ベッド柵を外さず乗り越えた様子。日中は、危険行為は見られません。

＜ベッド移動＞
・久保　實様～B104→D208へ移動。
・工藤　新吉様～D208→B104へ移動。

＜皮膚科診察＞
・伊藤　のり子様～仙骨部潰瘍　壊死減少　(底部～測囲　清浄化しつつあり)
　処置内容　ガーゼの上にブロメライン、さらにその上にテラマイシン軟膏を　塗布し潰瘍底部に届くよう押しこんで、フィルム保護の指示あります。

・赤坂　フミエ様～①躯幹　四肢　皮膚乾燥　痒み(＋)
　→ヘパリン類似物質油性クリーム
②両趾爪　混濁　肥厚
　 爪を剪る→テルビナフィン外用液　1本



＜石戸谷PTより＞
・福井　宏様～独歩で移動しており身体状況も問題無し。
・菊池　玲子様～歩行は小刻みでやや不安定さもあることから車椅子を使用して
の移動。歩行は腋窩介助で歩行可能です。

＜転入患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]・川口　榮喜様　受持ち　滝田NS
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男

●食事

●義歯

●排泄

　

●清潔

●睡眠 良眠

 なし

洗濯 家族  

喫煙 無

間食制限

 

最終入浴日（令和6年10月25日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

状態改善しなければ施設

現在の処置 なし

ADL

備考

緊急時：搬送

CS：Aプラン　布パンツ家族洗濯→状態次第ではおむつプランに加入でもいいとその際は家族に連絡を

既往歴：後縦靭帯骨化症手術歴あり

他科受診：労災病院　次回受診12月

義歯：上下総義歯

退院支援：状態改善しなければ施設

介護保険　要介護1（R6.4.30～7.4.30）



10/13　1：00失見当識著明、不穏強く易怒性ありジプレキサ（10）1V+注射用水2.1ml筋注実施。以降易怒

性なく穏やかに経過。歩行不安定さあり転倒注意。

最終排便（令和6年10月26日）

精神症状 中核症状（記銘力障害、見当識障害、理解・判断力低下等）、BPSD（不穏・興奮、夜間不眠、易怒性等）

問題行動 帰宅要求、易怒性

処遇制限 なし

 自立　常食・常菜　パン禁

 

 有　上下総義歯

入院年月日 令和6年10月11日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　アルツハイマー型認知症  身体合併症　：後縦靱帯骨化症

転棟サマリー

（東病棟Cユニット→南病棟Cユニット）

転出日：R6年10月29日

患者様氏名 川口 榮喜  　様  担当主治医　：　馬渡　晃弘

    CS-Aプラン　布パン持参

 

 なし

 

 自立

 

 自立

 

 


